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７
月
８
日
、
大
田
区
総
合

体
育
館
で
恒
例
の
ガ
ラ
・
ド
・

ラ
・
コ
ワ
フ
ュ
ー
ル
が
、
梅

雨
の
晴
れ
間
の
も
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
56
回
目
を
迎
え

た
今
年
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
に

新
種
目
、
ま
つ
毛
エ
ク
ス
テ

ン
シ
ョ
ン
が
加
わ
っ
た
ほ

か
、
優
勝
者
に
授
与
さ
れ
る

都
知
事
賞
の
う
ち
、
サ
ロ
ン

ス
タ
イ
ル
優
勝
者
に
賞
状
の

ほ
か
新
た
に
都
知
事
杯
が
贈

ら
れ
る
な
ど
新
味
あ
る
イ
ベ

ン
ト
に
。
シ
ョ
ー
ス
テ
ー
ジ

で
も
新
企
画
が
打
ち
出
さ
れ
、

応
募
し
た
組
合
員
さ
ん
約

１
０
０
名
で
構
成
し
た
「
ゴ

ス
ペ
ル
・
ク
ワ
イ
ヤ
ー
」
に

よ
る
ゴ
ス
ペ
ル
の
ス
テ
ー
ジ

が
披
露
さ
れ
、
会
場
に
美
声

が
響
き
渡
り
来
場
者
の
喝
さ

い
を
浴
び
ま
し
た
。
ま
た
毎

回
素
敵
な
ヘ
ア
シ
ョ
ー
を
展

開
し
て
く
れ
る
タ
カ
ラ
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
も

相
変
わ
ら
ず
の
人
気
。
そ
し

て
こ
の
催
し
に
欠
か
せ
な
い

協
賛
34
社
に
よ
る
関
連
商
品

出
展
小
間
に
も
人
だ
か
り
が

で
き
、
最
後
は
お
馴
染
み
の

抽
選
会
で
盛
り
上
が
っ
て
滞

り
な
く
閉
幕
し
ま
し
た
。

（
入
賞
者
の
採
点
結
果
、
関

連
写
真
等
は
２
面
）

報
告
事
項

１
、�

退
任
役
員
の
顕
彰
に
つ

い
て

２
、
美
容
会
館
の
耐
震
工
事

に
関
す
る
件
に
つ
い
て

３
、
平
成
25
年
度
組
合
加
入

促
進
の
結
果
報
告
に
つ
い
て

４
、
平
成
25
年
度
福
祉
美
容

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
事
業

の
支
部
別
実
績
に
つ
い
て

５
、
事
務
局
職
員
の
平
成
26

年
度
給
与
及
び
賞
与
に
つ

い
て

６
、
全
国
大
会
（
大
阪
府
）

観
戦
旅
行
の
実
施
に
つ
い

て
７
、
全
美
連
・
自
主
衛
生
講

習
会
の
企
画
に
つ
い
て

８
、
第
２
回
「
き
も
の
で
銀

座
」
の
開
催
に
つ
い
て

９
、
各
部
、
委
員
会
か
ら
の

報
告
に
つ
い
て

10
、
関
係
団
体
か
ら
の
報　

　

告
事
項
に
つ
い
て

11
、
全
美
連
第
３
５
９
回
理

事
会
及
び
第
69
回
通
常
総

会
並
び
に
第
３
６
０
回
緊

急
理
事
会
に
つ
い
て

付
議
事
項

第
１
号
議
案

　
副
理
事
長
、
常
任
理
事
の

分
掌
業
務
及
び
各
部
会
、
各

委
員
会
等
の
設
置
並
び
に
平

成
26
年
度
事
業
計
画
の
企
画

実
施
に
つ
い
て

　

副
理
事
長
と
常
任
理
事
が

分
掌
す
る
業
務
及
び
各
部
会
、

委
員
会
等
の
設
置
並
び
に
総

代
会
で
承
認
さ
れ
た
平
成
26

年
度
事
業
計
画
の
具
体
化
は

各
々
関
係
部
署
等
に
お
い
て

随
時
企
画
実
施
す
る
こ
と
が
、

そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
号
議
案

　
各
部
会
及
び
各
委
員
会
等

の
メ
ン
バ
ー
の
委
嘱
に
つ
い

て
　

理
事
長
に
一
任
さ
れ
て
次

の
と
お
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

﹇
総
務
部
﹈

担
当
副
理
事
長
・
菅
谷
茂
樹
、

部
長
・
小
林
昭
治
（
常
任
理

事
）、
副
部
長
・
風
戸
ミ
ツ

子
（
常
任
理
事
）・
相
澤
葉

子
（
常
任
理
事
）、
部
員
・

石
鍋
知
一
・
栗
田
英
樹
・
前

東
道
雄
・
田
中
保
範
・
松
本

智
佐
子

﹇
教
育
部
﹈

担
当
副
理
事
長
・
川
野
和
彦
、

部
長
・
松
浦　

力
（
常
任
理

事
）、
副
部
長
・
山
野
純
治

（
常
任
理
事
）・
細
井
宏
武（
常

任
理
事
）、部
員
・
渡
邊
武
雄
・

大
田
文
雄
・
根
本
健
一
・
佐

山
茂
吉
・
大
熊
祐
子
・
Ｔ
Ｂ

Ａ
よ
り
１
名

﹇
経
営
・
組
織
部
﹈

担
当
副
理
事
長
・
中
村　

章
、

部
長
・
鈴
木
義
則
（
常
任
理

事
）、
副
部
長
・
横
田
忠
幸

（
常
任
理
事
）・
阿
部
芳
夫（
常

任
理
事
）、
部
員
・
小
原
京

二
・
鶴
貝
ト
モ
コ
・
瀧
澤
久

二
・
臼
井
美
智
子
・
金
子
正

吉･

菊
地
光
徳

﹇
広
報
担
当
﹈・
森
本
善
三
・

因
幡
有
紀

﹇
東
京
都
福
祉
美
容
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
﹈

担
当
副
理
事
長
・
中
村　

章
、

代
表
・
阿
部
芳
夫
（
常
任
理

事
）、
メ
ン
バ
ー
・
平
井
千

鶴
子
・
三
浦
佐
惠
・
若
月
真

知
子
・
千
葉
フ
ミ
子
・
村
田

み
ど
り
・
金
丸
保
一

﹇
Ｉ
Ｔ
推
進
委
員
会
﹈

担
当
副
理
事
長
・
川
野
和
彦
、

委
員
・
藤
山
淳
一
・
石
川
マ

サ
キ
・
松
山
佳
史

﹇
第
57
回
ガ
ラ
・
ド
実
行
委

員
会
﹈

担
当
副
理
事
長
・
川
野
和
彦
、

委
員
・
教
育
部
メ
ン
バ
ー
で

構
成
。
Ｔ
Ｂ
Ａ
よ
り
１
名

﹇
平
成
27
年
新
年
会
実
行
委

員
会
﹈

担
当
副
理
事
長
・
菅
谷
茂
樹
、

委
員
・
総
務
部
メ
ン
バ
ー
で

構
成
。
Ｔ
Ｂ
Ａ
よ
り
１
名

第
３
号
議
案

　
役
員
の
報
酬
に
つ
い
て

　

予
算
の
範
囲
で
支
給
す
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
号
議
案

　
全
美
連
・
総
合
福
祉
共
済

制
度
発
足
20
周
年
特
別
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
伴
う
特
別
報
奨

金
の
支
給
に
つ
い
て

　

現
在
実
施
し
て
い
る
加
入

促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
奨
励

事
項
に
加
え
て
全
美
連
の
協

力
に
よ
る
特
別
報
奨
金
を
設

定
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
、新
た
に
都
知
事
杯
授
与

　
　

圧
巻
！
１
０
０
名
の
ゴ
ス
ペ
ル
、
会
場
に
美
声
響
く

理
事
の
業
務
担
当
部
署
決
ま
る

時
代
の
要
請 

Ｉ
Ｔ
推
進
委
員
会
を
新
設

組
合
は
サ
ロ
ン
経
営
の
危
機
管
理

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す

第
６
回

第 56 回
ガラ・ド

理 事 会

支部長会

　

総
代
会
後
最
初
の
第
６
回
理
事
会
・
支
部
長
会
が
７

月
11
日
（
金
）
午
後
６
時
か
ら
美
容
会
館
２
階
研
修
室

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
先
の
総
代
会
で
承
認
さ
れ
た
26

年
度
事
業
計
画
な
ど
を
実
行
す
る
業
務
担
当
部
署
の
設

置
、
同
分
掌
メ
ン
バ
ー
の
委
嘱
な
ど
４
件
の
議
案
が
提

出
さ
れ
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
11
件
の
事

業
の
報
告
が
あ
り
、
い
ず
れ
の
議
案
、
報
告
事
項
も
提

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
て
７
時
過
ぎ
散
会
。
当
日
の
報
告

事
項
及
び
付
議
事
項
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

永
年
の
生
活
衛
生
功
労
に
よ
り
、
次
の
役
員
が
表

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。

東
京
都
生
活
衛
生
同
業
組
連
合
会
会
長
表
彰

組
合
常
任
理
事　
　

鈴
木　

義
則　

殿

☆
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
☆

組合の集団扱い総合火災保険は
「損害保険ジャパン」と

「三井住友海上火災保険」の２社
　集団扱いは個人で独自に加入するよりも掛け
金が安くなるなどのメリットがあります。両社
それぞれ保険内容に特徴がありますので、サロ
ンのご希望に合った内容やご予算に応じて見積
もりなどでご検討ください。
お問い合せ先
■㈱損害保険ジャパンの火災保険は
　㈱セゾン保険サービス　0120-933-427
■三井住友海上火災保険㈱の火災保険は
　同社　池袋第二支社　03-3986-0501
※ 「美容組合の組合員です」と言ってお問い合わ

せください。

お客様への賠償保険
組合員サロンは既に加入済です

　お客様にケガさせたり、お預かりした物を壊
したり・・・
　このようなときの為に組合は組合員さんの店
舗ごとに賠償保険に加入しています。
＜賠償保険の主な対象例＞
● 薬剤や器材の使用を誤り、頭皮・毛髪・顔面

などに損傷を与えた。
● 施術中誤って、お客様の

衣服を汚した。
● お客様のメガネを床に落

として壊してしまった。

※詳しくは組合本部まで

　

サ
ロ
ン
経
営
で
の
ト
ラ
ブ
ル
は
頭
痛
の
タ
ネ
。
身
の
周
り

に
は
施
術
事
故
、
自
然
災
害
、
健
康
被
害
な
ど
の
〝
危
険
〞

が
い
っ
ぱ
い
。
組
合
で
は
お
店
の
リ
ス
ク
管
理
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
独
自
に
、
あ
る
い
は
保
険
会
社
と
提
携
し
各
種
制

度
へ
の
加
入
を
お
奨
め
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
災
害
共
助
会
、

総
合
火
災
保
険
、
美
容
所
賠
償
責
任
補
償
制
度
、
総
合
福
祉

共
済
制
度
、
休
業
補
償
共
済
制
度
を
推
進
中
で
す
。

▶
コ
ン
ク
ー
ル
の
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
、
表
彰
式
の
模
様

ガラ・ド
写真レポート

第56回

◀
優
勝
者
に
都
知
事
杯
が
贈

ら
れ
た
メ
イ
ン
種
目
の

サ
ロ
ン
ス
タ
イ
リ
ン
グ

﹁
カ
ッ
ト
＆
ブ
ロ
ー
﹂
競

技

▶
組
合
員
約
１
０
０
名
に
よ

る
ゴ
ス
ペ
ル
、
圧
巻
の
ス

テ
ー
ジ

くれぐれもご注意を！

▶
表
彰
式
で
、
選
手
の
健
闘

を
称
え
、
関
係
者
に
謝
辞

を
述
べ
る
金
内
理
事
長
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サロンスタイリング “カット＆ブロー”（人体競技）

順位 氏名 支部名
審査委員 監視

委員
（減点）

合計北村　賢
（審査委員長）

ＡＫＩＲＡ
（副審査委員長） 近藤　紀之 神谷　公英 藤本　博之

優　勝 山本　亜紀 目　黒 98 100 100 100 94 298
準優勝 川村　　学 新　宿 96 98 98 98 90 5 287
第３位 古川　星幸 練　馬 92 86 92 92 100 276
第４位 髙橋　悠介 目　黒 94 90 94 90 89 274
第５位 大西真理子 本　所 100 92 87 86 88 267
カット＆ブロー（ウィッグ競技）

順位 氏名 支部名
審査委員 監視

委員
（減点）

合計掛川　吉隆
（審査委員長）

渡邊　雅美
（副審査委員長） 渋谷きく子 渡辺　映里 森本　公子

優　勝 関根亜里沙 荏　原 100 100 100 100 100 300
準優勝 小松﨑　愛 赤　塚 92 98 94 98 98 290
第３位 丸山　　譲 目　黒 96 94 96 96 96 288
第４位 大森　　学 目　黒 98 88 98 90 94 282
第５位 栗原　史任 世田谷 94 92 88 89 89 270
クリエイティブ・ファッション（ウイッグ競技）

順位 氏名 支部名
審査委員 監視

委員
（減点）

合計掛川　吉隆
（審査委員長）

渡邊　雅美
（副審査委員長） 渋谷きく子 渡辺　映里 森本　公子

優　勝 忰田　　翔 世田谷 100 100 100 100 100 300
準優勝 小川恵里家 世田谷 96 96 96 98 98 290
第３位 根本　雄史 蒲　田 98 92 98 94 96 288
まとめ髪（ウイッグ競技）

順位 氏名 支部名
審査委員 監視

委員
（減点）

合計北村　賢
（審査委員長）

ＡＫＩＲＡ
（副審査委員長） 近藤　紀之 神谷　公英 藤本　博之

優　勝 宇都宮彩美 世田谷 100 100 96 98 94 294
準優勝 小川　　舞 武蔵野 92 83 100 100 90 282
第３位 吉田　尚人 目　黒 96 98 88 94 86 278
中振袖着付（人体競技）

順位 氏名 支部名
審査委員 監視

委員
（減点）

合計酒井カヨコ
（審査委員長）

福元　和見
（副審査委員長） 石川　満子 鈴木由喜枝 井上　茂子

優　勝 石川　嗣美 江戸川 100 100 98 100 100 300
準優勝 黒岩　千歩 荒　川 96 98 100 98 98 294
第３位 成澤　咲子 新　宿 94 96 94 96 96 286
留袖着付（ボディ競技）

順位 氏名 支部名
審査委員 監視

委員
（減点）

合計酒井カヨコ
（審査委員長）

福元　和見
（副審査委員長） 石川　満子 鈴木由喜枝 井上　茂子

優　勝 椙山　惠美 芝 98 100 100 98 100 298
準優勝 市川　敬子 豊　島 92 98 94 100 96 288
第３位 大野ゆかり 芝 83 94 92 90 98 276
まつ毛エクステンション（ウイッグ競技）

順位 氏名 支部名
審査委員 監視

委員
（減点）

合計枝折　　繁
（審査委員長） 鈴木　　愛 高橋　里江

優　勝 阿川さやか 目　黒 100 100 100 1 299
準優勝 勝田奈津美 八王子 98 94 90 1 281
第３位 菅原　静香 目　黒 90 92 96 1 277
※�１人の選手に与えられた審査委員の点数のうち最も高い点数と最も低い点数を除いた点数の合計を選手の得点とする。
　但し、除く点数に同点がある場合は、審査委員１名分のみを除くものとする。（※まつ毛エクステンションは除く）

コンクール入賞者採点結果
☆ヘア総合審査委員長　山崎裕俊　☆着付総合審査委員長　新井米子　☆総合監視委員長　福島吉範

ジャーナル賞一覧（順不同）
競　　技 賞　　名 選手名 支　部 競　　技 賞　　名 選手名 支　部

サロンスタイリング
（カット＆ブロー）

新美容出版賞 森永瑛理奈 荏　原 中振袖着付 美容総合出版賞 鈴木とも子 本　郷
理美容流通新聞社賞 菅　真理子 本　所

留袖着付
百日草賞 福田奈緒美 糀　谷

カット＆ブロー
オールビューティ社賞 川俣　利明 葛　飾 近代美粧社賞 牧野　友美 荒　川
ザ・ビューレック社賞 野里　貴信 目　黒

まつ毛エクステンション
コワフュール・ド・P．J賞 田口　陽子 芝

理美容教育出版賞 櫻井　翔児 赤　塚 週刊美容賞 勝野　吟佳 芝

まとめ髪
女性モード社賞 犬塚　早紀 玉　川
ビービー・コム賞 德山　進一 玉　川

◀
先
頭
を
切
っ
て
同
時
ス

タ
ー
ト
し
た
、
ま
と
め

髪
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
留
袖
着

付
の
３
競
技
。右
か
ら〈
ま

と
め
髪
〉〈
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
〉〈
留

袖
着
付
〉

◀
カ
ッ
ト
＆
ブ
ロ
ー
競
技
で

創
造
性
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

性
が
競
わ
れ
た

◀
良
い
席
を
確
保
し
よ
う
と

入
場
を
待
つ
来
場
者
の
列

◀
協
賛
34
社
が
小
間
展
開
。

飲
食
ブ
ー
ス
は
一
日
中
美

味
し
い
匂
い
が
…

◀
毎
回
人
気
の
タ
カ
ラ
グ

ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ
。
Ｔ
Ｂ

Ａ
指
導
委
員
も
出
演

◀
成
人
式
で
用
い
る
も
の
で

袋
帯
を
使
い
、
人
体
モ
デ

ル
で
行
わ
れ
た
中
振
袖
着

付
競
技

◀
今
回
採
用
さ
れ
た
新
種
目
、

ま
つ
毛
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
競
技
。
デ
リ
ケ
ー
ト
な

作
業
に
緊
張
感
が

優
勝
者
と
作
品

◦カット＆ブロー優勝
　関根亜里沙さん

◦サロンスタイリング
　「カット＆ブロー」優勝
　山本亜紀さん

◦中振袖着付優勝
　石川嗣美さん

◦�クリエイティブ・フ
ァッション優勝
　忰田　翔さん

◦まとめ髪優勝
　宇都宮彩美さん

◦留袖着付優勝
　椙山惠美さん

◦�まつ毛エクステンシ
ョン優勝
　阿川さやかさん

第
56
回
ガ
ラ
・
ド
・
ラ
・
コ
ワ
フ
ュ
ー
ル
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〔
事
業
概
況
〕

平
成
二
十
五
年
度
の
決
算

で
は
、
高
齢
者
医
療
制
度
へ

の
支
援
金
・
納
付
金
の
総
額

は
、
約
三
十
六
億
二
千
八
百

万
円
と
な
り
、
保
険
給
付
費

の
総
額
三
十
億
四
千
六
百
万

円
よ
り
約
六
億
円
も
上
回
っ

て
、
総
支
出
額
の
四
九
・
五

二
％
に
も
達
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
保
険
者

機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
困

難
な
状
況
に
陥
る
こ
と
か
ら
、

政
府
に
は
高
齢
者
医
療
制
度

改
革
、
中
で
も
前
期
高
齢
者

医
療
へ
の
公
費
投
入
を
早
期

に
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
強
く

要
望
い
た
し
ま
す
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
保
険
料

は
改
定
に
よ
り
前
年
度
対
比

約
一
七
・
七
％
（
約
七
億
五
千

六
百
万
円
）
増
と
な
り
、
国

庫
補
助
金
は
、
保
険
給
付
費

の
減
少
等
に
よ
り
前
年
度
対

比
△
八
・
七
％
（
約
二
億
四
千

九
百
万
円
）
減
、
前
年
度
か

ら
の
繰
越
金
が
約
一
億
五
千
八

百
万
円
の
増
等
に
よ
り
、
歳

入
全
体
で
は
約
二
億
四
千
二

百
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

対
す
る
歳
出
に
つ
い
て

は
、
保
険
給
付
費
は
、
被
保

険
者
数
の
大
幅
な
減
少
に
よ

り
前
年
度
対
比
△
一
五
・
四

％（
約
五
億
五
千
二
百
万
円
）

減
の
約
三
十
億
四
千
六
百
万

円
、
高
齢
者
関
係
の
負
担
金

（
後
期
高
齢
者
支
援
金
、
前

期
高
齢
者
納
付
金
、
介
護
納

付
金
）
に
つ
い
て
は
前
年
度

対
比
四
・
一
％
（
約
一
億
四

千
三
百
万
円
）
増
の
約
三
十

六
億
二
千
九
百
万
円
と
な
り
、

歳
出
全
体
で
は
約
三
億
四
千

万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
歳
入
歳
出
差

引
残
高
は
約
十
三
億
八
千
五

百
万
円
と
な
り
、
繰
越
金
を

除
い
た
平
成
二
十
五
年
度
単

年
度
の
決
算
で
は
、
約
六
億

八
千
八
百
万
円
の
黒
字
決
算

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
法

定
積
立
金
は
、
約
二
億
九
千

万
円
不
足
し
て
い
る
状
況
と

な
っ
て
お
り
、
二
十
五
年
度

の
決
算
剰
余
金
の
中
か
ら
給

付
費
支
払
準
備
金
に
二
億
九

千
万
円
積
立
を
行
い
、
法
定

必
用
額
を
確
保
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

公
　
示
　（
平
成
二
十
六
年
八
月
一
日

公
示
第
三
〇
五
号
　
　

）

平
成
二
十
六
年
七
月

十
七
日
、
第
一
六
七
回
組

合
会
の
議
決
に
基
づ
き
、

「
平
成
二
十
五
年
度
事
業
報

告
、
財
産
目
録
」
に
つ
い
て
、

国
民
健
康
保
険
施
行
令
第

二
十
三
条
第
二
項
に
よ
る

東
京
都
知
事
へ
の
届
出
を

し
た
の
で
、
同
法
施
行
令

第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ

り
こ
れ
を
公
示
す
る
。

東
京
美
容
国
民
健
康
保
険
組
合

　

理
事
長　

因
幡
有

〔
監
査
報
告
書
〕

平
成
二
十
五
年
度
事
業
実

施
状
況
な
ら
び
に
歳
入
歳
出

決
算
お
よ
び
財
産
に
つ
い
て
、

諸
帳
簿
関
係
書
類
照
合
の
う

え
、監
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、い

ず
れ
も
的
確
で
あ
る
こ
と
を
認

め
た
の
で
、こ
れ
を
報
告
す
る
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
六
日

東
京
美
容
国
民
健
康
保
険
組
合

　

監
事　

菅
谷
茂
樹
㊞

　

 

〃　

 

稲
葉
勝
美
㊞

　

 

〃 　

芳
賀
光
弘
㊞

「
平
成
二
十
五
年
度
事
業

報
告
・
収
支
決
算
・
剰
余
金

処
分
・
財
産
目
録
」
議
決

　

去
る
七
月
十
七
日
㈭
午
後

四
時
か
ら
新
宿
三
井
ビ
ル
二

十
九
階
大
会
議
室
に
於
て
第

一
六
七
回
組
合
会（
決
算
総

会
）が
開
催
さ
れ
、
慎
重
審

議
の
結
果
次
の
と
お
り
議
決

さ
れ
た
。〔議

決
事
項
〕

◦
第
一
号
議
案

平
成
二
十
五
年
度
事
業
報

告
に
つ
い
て 

（
原
案
可
決
）

◦
第
二
号
議
案

平
成
二
十
五
年
度
歳
入
歳

出
決
算
に
つ
い
て （

原
案
可
決
）

◦
第
三
号
議
案

平
成
二
十
五
年
度
歳
入
歳

出
決
算
剰
余
金
の
処
分
に
つ

い
て 

（
原
案
可
決
）

◦
第
四
号
議
案

平
成
二
十
五
年
度
財
産
目

録
に
つ
い
て 

（
原
案
可
決
）

◦
第
五
号
議
案

組
合
会
議
員
の
選
挙
に
つ

い
て

平
成
二
十
五
年
度
事
業
報
告
書（
抜
粋
）

〔平成25年度歳入歳出決算書〕

歳　　　　　　入 歳　　　　　　出

科　　　目（款） 決算額（円） 科　　　目（款） 決算額（円）
1 保 険 料 5,034,136,700 1 組 合 会 費 4,069,800
2 一 部 負 担 金 0 2 総 務 費 264,958,864

3 使 用 料 及 び 手 数 料 0 3 保 険 給 付 費 3,046,342,631

4 国 庫 支 出 金 2,630,300,051 4 後 期 高 齢 者 支 援 金 1,665,119,763
5 前 期 高 齢 者 交 付 金 0 5 前 期 高 齢 者 納 付 金 1,507,594,210
6 都 支 出 金 221,514,355 6 老 人 保 健 拠 出 金 44,542
7 共 同 事 業 交 付 金 95,977,000 7 介 護 納 付 金 455,813,524
8 財 産 収 入 13,749,445 8 共 同 事 業 拠 出 金 88,257,000
9 寄 付 金 0 9 保 険 事 業 費 75,869,959

10 繰 入 金 0 10 積 立 金 5,777,425
11 繰 越 金 697,123,208 11 諸 支 出 金 213,577,319
12 諸 収 入 19,733,583 12 予 備 費 0

歳 入 合 計 8,712,534,342 歳 出 合 計 7,327,425,037

〔平成25年度財産目録〕
１．積立金 （平成26年３月31日現在）

種　　　別 現　在　高（円）

特 別 積 立 金 849,910,976
給付費支払準備金 202,025,773
退 職 積 立 金 95,944,859

計 1,147,881,608

２．その他

種　　別 数　量 取得価格（円）

事務所建物 1点 32,500,000
什　　　器 7点 1,353,824
備　　　品 59点 3,152,339

合　　　計 67点 37,006,163

保険給付費

41.58%

保険給付費

41.58%

後期高齢者

22.72%

後期高齢者

22.72%

前期高齢者

20.57%

前期高齢者

20.57%

総務費

3.62％

総務費

3.62％

介護納付金

6.22％

介護納付金

6.22％

介護納付金　4億５千５百万円介護納付金　4億５千５百万円

総務費　２億６千４百万円総務費　２億６千４百万円

保健事業費他

5.29％

保健事業費他

5.29％

▲

▲

〔歳入87億１千２百万円〕

補助金
29億４千７百万円

保険料
50億３千４百万円

▲

▲

〔歳出73億２千７百万円〕

〔歳　入〕

87億1千2百万円

（100％）

〔歳　出〕

73億２千７百万円

（100％）

保健事業費等　３億８千７百万円保健事業費等　３億８千７百万円

保険給付費
30億４千６百万円
保険給付費

30億４千６百万円
後期高齢者
1６億６千５百万円
後期高齢者
1６億６千５百万円

前期高齢者
1５億７百万円
前期高齢者
1５億７百万円

繰越金他　７億３千万円

保険料

57.78％

保険料

57.78％

繰越金他

8.39％

繰越金他

8.39％

補助金

33.83％

補助金

33.83％

第
一
六
七
回
組
合
会
開
催
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〔特定健診で検査できる項目〕
（特定健診には３種類の健診機関があり、それぞれ検査項目、有効期限が異なります。）

健診機関
検査項目等

集合契約Ｂ
の医療機関

個別契約の
医療機関 会場型

問 診 ○ ○ ○

身 体 計 測
（身長、体重、MBI、腹囲） ○ ○ ○

血 圧 測 定 ○ ○ ○

血 液 検 査
（GOT、GPT、中性脂肪、他） ○ ○ ○

尿 検 査 ○ ○ ○

眼 底 検 査 ※ ※ －

血 液 検 査（ 貧 血 ） ※ ○ ○

心 電 図 検 査 ※ ○ ○

視 力 検 査 及 び 聴 力 検 査 － ○ －

胸 部 レ ン ト ゲ ン 撮 影 － ○ －

大 腸 が ん 検 診 － － ○

予 約 方 法

直接医療機関に電
話予約。
受診期限（各地区
毎）までにお早め
にご予約ください。

直接医療機関に電
話予約。
受診期限（１月31
日）までにお早め
にご予約ください。

申し込み用紙を美
容国保にFAXまた
は郵送。
申し込み締め切り
８月31日

特 徴

ご自宅の近所の医
療機関で受けられ
ます。国で定めら
れた基本項目のみ
受診できます。

集合契約Ｂよりも
検査項目が増えま
すが、検査施設が
限られます。

大腸がん検診を受
診できる唯一の健
診です。日程、検
査施設共に限りが
あります。

○受診できます。－受診できません。
※は医師の判断により必要とされた場合のみ受診できます。

△

平成25年度保険給付状況

種    別 件数（件） 給付額（円）

療
養
給
付

診  療  費 197,239
薬     剤 96,153
食 事 療 養 （1,660）
訪 問 看 護 48
小     計 293,440 2,522,680,919

療
養
費

診  療  費 107 1,923,658
そ  の  他 21,333 93,544,345
小     計 21,440 95,468,003

移 送 費 0 0
震 災 分 1 284
療 養 諸 費 314,881 2,618,149,206
高 額 療 養 費 2,107 195,928,589

そ
の
他
の
給
付

出 産 育 児 一 時 金 446 186,791,946
葬  祭  費 20 1,550,000
出 産 手 当 金 322 5,949,400
入 院 手 当 金 379 3,273,700
小    計 1,167 197,565,046

審査支払手数料その他 － 34,699,790
合　　　　　　　　計 318,155 3,046,342,631

△

平成25年度
年間平均被保険者数内訳
事業主組合員 3,602人

従業員組合員 16,459　

同一世帯家族 7,050　

計 27,111　

○都内被保険者数　20,663人

△

平成25年度保険料収納状況
種別 調定額累計 収納額累計 不納欠損額 収入未済額 収納率

現　年　分 5,033,018,200円 5,030,604,200円 0円 2,414,000円 99.95％

滞納繰越分 3,532,500　 3,532,500　 0　 0　 100.00　

計 5,036,550,700　 5,034,136,700　 0　 2,414,000　 99.95　

△

平成25年度補助金交付状況
種別区分 交　付　額（円）

国庫補助金

事 務 費 負 担 金 26,044,669
療 養 給 付 費 等 補 助 金 1,663,208,567
後 期 高 齢 者 支 援 金 補 助 金 665,298,695
病 床 転 換 支 援 金 補 助 金 0
老 人 保 健 医 療 費 拠 出 金 補 助 金 0
介 護 納 付 金 補 助 金 213,571,120
出 産 育 児 一 時 金 等 補 助 金 56,581,000
特 定 健 康 診 査 等 補 助 金 5,548,000
後 期 高 齢 者 医 療 制 度 関 係 業 務 準 備 事 業 補 助 金 0
高 齢 者 医 療 制 度 円 滑 導 入 事 業 補 助 金 48,000
国 民 健 康 保 険 組 合 災 害 臨 時 特 例 補 助 金 0

小　　　　　計 2,630,300,051

都費補助金
都 補 助 金 216,860,355
特 定 健 康 診 査 等 補 助 金 4,654,000

合　　　　　計 2,851,814,406

〔決算剰余金処分〕
平成25年度歳入歳出決算
剰余金額

1,385,109,305円
処分方法及び金額内訳
○特別積立金に積立

0円
○給付費支払準備金に積立

290,000,000円
○退職積立金に積立

0円
○平成26度歳計金に繰越

1,095,109,305円

特定健診のご案内

本
年
第
二
回
目
の
医
療
費

通
知
を
、
八
月
下
旬
に
実
施

い
た
し
ま
す
。
今
回
の
通
知

は
、
五
月
診
療
分
で
す
。

医
療
費
通
知
と
は
、
保
険

医
療
機
関
か
ら
当
組
合
に
請

求
さ
れ
て
く
る
レ
セ
プ
ト

（
診
療
報
酬
請
求
明
細
書
）

に
基
づ
き
、
診
療
を
受
け
た

被
保
険
者
に
対
し
て
、
実
際

に
か
か
っ
た
医
療
費
の
総
額

を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
医
療
費
通
知
は
、
国

の
通
達
「
国
民
健
康
保
険
医

療
費
通
知
実
施
要
領
」
に
よ

り
、
次
の
よ
う
な
指
示
に
基

づ
い
て
実
施
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

①
経
営
主
体
と
す
る
保
険

者
（
美
容
国
保
組
合
）
が
、

被
保
険
者
に
健
康
に
対
す

る
認
識
を
深
め
さ
せ
、
ひ

い
て
は
、
国
民
健
康
保
険

事
業
の
健
全
な
運
営
に
資

す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し

て
行
う
も
の
で
あ
る
。

②
実
施
に
当
っ
て
は
、
被
保

険
者
の
秘
密
の
保
護
に
万

全
を
期
し
、
か
つ
医
師
と

患
者
と
の
信
頼
関
係
を
損

な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、

特
に
配
慮
す
る
こ
と
。

③
通
知
は
、
受
診
年
月
日
、

医
療
機
関
名
、
受
診
者
名
、

入
院
、
通
院
、
歯
科
、
薬

局
の
別
、
入
院
通
院
の
日

数
、
医
療
の
額
等
を
受
診

者
別
に
、
一
ケ
月
分
ま
と

め
て
把
握
し
、
世
帯
主
に

通
知
す
る
こ
と
。

こ
の
よ
う
に
、
医
師
や
、

受
診
者
に
対
し
て
充
分
な
配

慮
の
上
実
施
す
る
事
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

ど
の
く
ら
い
総
医
療
費
が

か
か
っ
て
い
る
の
か
、
又
、

医
療
費
に
つ
い
て
、
ご
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
よ
う
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
尚
、二
十
六
年
度
も
、柔
道

整
復
師
に
受
診
さ
れ
た
分

も
別
便
で
お
送
り
し
ま
す
。

「
医
療
費
通
知
」の
実
施
に
つ
い
て

　
各
通
知
を
受
け
と
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
と
く

に
手
続
き
を
行
う
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

特
定
健
診
と
は
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
は

じ
め
、
主
な
生
活
習
慣
病
に

的
を
絞
っ
た
健
診
で
す
。
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
以
下
メ
タ
ボ
）
と
は
、
腹

部
の
内
臓
の
周
囲
に
脂
肪
が

蓄
積
し
、
さ
ら
に
高
血
圧
、

高
血
糖
、
高
脂
血
症
な
ど
の

症
状
が
２
つ
以
上
重
な
っ
た

状
態
で
す
。

　

腹
部
の
周
囲
の
脂
肪
は
、

目
に
見
え
て
自
分
で
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
血
液
の
中

の
状
態
を
、
検
査
を
受
け
ず

に
知
る
こ
と
の
で
き
る
人
は
い

な
い
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、

年
に
一
回
は
健
診
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
メ
タ
ボ

の
状
態
を
長
い
間
放
置
し
て

お
く
と
、
動
脈
硬
化
、
心
臓
病
、

脳
卒
中
な
ど
、
危
険
な
生
活

習
慣
病
を
発
病
す
る
リ
ス
ク

が
高
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

症
状
も
ま
た
、
自
覚
が
難
し

い
も
の
で
す
。
気
づ
き
に
く
い

か
ら
こ
そ
、
健
康
診
断
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
も
し
も
定

期
的
に
検
査
を
し
て
い
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
病
気
の
原
因
を
発

病
前
に
発
見
で
き
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
体
は
常
に
変
化

を
し
て
い
ま
す
。
定
期
的
な

健
診
で
現
在
の
自
分
の
状
態

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
定
健
診
を
受
け
た
後
、

メ
タ
ボ
に
よ
る
危
険
性
が
高

い
と
判
断
さ
れ
た
方
は
、
医

師
、
保
健
師
、
栄
養
管
理
士

な
ど
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
ら
は
通
常
で
あ
れ
ば
保
険

診
療
外
で
す
の
で
、
高
額
な

費
用
を
全
額
ご
自
身
で
負
担

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
特
定
健
診
の
結
果

に
よ
り
ア
ド
バ
イ
ス
が
必
要

と
認
め
ら
れ
た
方
は
、
無
料

で
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

直
接
健
康
の
プ
ロ
の
意
見
を

聞
く
こ
と
で
、
自
分
で
は
気

づ
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

生
活
習
慣
の
盲
点
を
発
見
で

き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

メ
タ
ボ
の
症
状
や
、
生
活

習
慣
の
改
善
は
、
植
物
の
生

長
に
た
と
え
ら
れ
ま
す
。
小

さ
な
芽
の
う
ち
は
簡
単
に
引

き
抜
き
、
除
去
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
大
き
く
育
っ

て
太
い
幹
と
立
派
な
根
を
張

る
頃
に
は
そ
れ
を
取
り
除
く

の
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
小

さ
な
芽
の
う
ち
に
発
見
し
、

取
り
除
く
こ
と
が
最
も
時
間

も
費
用
も
か
か
ら
な
い
方
法

で
す
。
後
に
病
気
が
見
つ
か

り
、
治
療
を
す
る
こ
と
に
な

る
と
高
額
な
医
療
費
が
か
か

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
受
診
し
、
生
活
習

慣
を
見
直
す
機
会
と
し
て
活

用
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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手
拭
い
で　

年
を
か
く
す

　

盆
踊
―
良
寛

泣
い
て
見
せ　

本
質
か
く

す　

記
者
会
見　
「
や
っ
と

美
容
師
に
な
っ
た
の
に
」
と

泣
き
た
い
人
も
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
我
が
美
容
組
合
の

理
事
長
も
頭
を
痛
め
て
い
る
。

美
容
関
連
の
企
業
は
労
働

環
境
の
整
備
は
当
た
り
前
に

出
来
て
い
る
。
労
働
時
間
、

休
暇
、
ボ
ー
ナ
ス
、
社
会
保

険
、
退
職
金
、
厚
生
年
金
等

の
安
心
を
社
員
に
与
え
て
い

る
。
美
容
学
校
、
化
粧
品
メ

ー
カ
ー
、
問
屋
、
デ
ィ
ー
ラ

ー
、
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、
設
計
デ

ザ
イ
ン
会
社
、
不
動
産
、
美

容
機
器
メ
ー
カ
ー
、
集
客

の
広
告
会
社
等
も
そ
う
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
私
達
美
容

師
の
労
働
環
境
は
ど
う
で
あ

ろ
う
。
そ
の
美
容
師
が
一
番

苦
し
ん
で
い
る
と
理
事
長
は

言
う
。
泣
い
て
訴
え
た
い
思

い
で
い
る
。
経
営
者
を
救
い

た
い
、
組
合
員
の
笑
顔
が
見

た
い
、
と
常
に
考
え
て
い

る
。
経
営
に
一
番
大
切
な
こ

と
は
人
間
性
で
あ
り
、
接
客
、

言
葉
遣
い
、
気
配
り
、
美
容

師
の
心
構
え
等
で
あ
る
。
出

社
前
に
自
身
の
ヘ
ア
メ
イ
ク

を
完
了
さ
せ
る
こ
と
と
分
か

っ
て
い
て
も
出
来
な
い
。
お

客
様
は
身
だ
し
な
み
を
整
え

て
ご
来
店
下
さ
る
。
な
の
に
、

迎
え
る
美
容
師
の
側
が
普
段

着
に
寝
ぼ
け
顔
の
ま
ま
で
は
、

い
か
に
理
事
長
が
頑
張
っ
て

も
、「
手
拭
い
で　

涙
を
か

く
す　

盆
踊
」
の
心
境
に
な

る
か
も
知
れ
な
い
。（

因
幡
）

　

２
日
前
ま
で
の
天
気
予
報

で
は
雨
だ
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
支
部
員
の
皆
さ
ん
の
日

ご
ろ
の
ご
苦
労
に
報
い
る
よ

う
な
、
旅
行
日
和
と
な
っ
た

５
月
20
日
、
八
王
子
支
部
で

は
恒
例
の
支
部
旅
行
「
勝

沼
・
富
士
芝
桜
め
ぐ
り
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
ワ
イ
ン
工

場
や
ハ
ー
ブ
庭
園
を
見
学
し

た
後
、
お
目
当
て
の
芝
桜
は

満
開
。
昼
食
の
お
寿
司
も
満

足
で
最
高
の
一
日
で
し
た
。

　

た
だ
、
出
発
時
、
笑
顔
で

見
送
り
に
来
て
い
た
だ
い
た

新
野
支
部
長
が
過
日
、
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
組
合
員
一

同
衷
心
よ
り
お
悔
み
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

尾
木
伸
一
さ
ん（
府
中
支
部
）

（
平
成
26
年
６
月
28
日
）

「
勝
沼
・
富
士
芝
桜
め
ぐ
り
」
の

旅
を
実
施

初
夏
に
向
け
て
の
カ
ッ
ト
講
習
会
開
く

ま
ず
は
知
ろ
う

シ
ェ
ラ
ッ
ク
ネ
イ
ル
講
習
会

八
王
子
支
部

荏
原
支
部

梅
丘
支
部

　

こ
の
制
度
へ
の
加
入
は
任

意
加
入
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

お
安
い
掛
け
金
で
結
婚
や
出

産
、
銀
婚
・
金
婚
・
還
暦
・

古
希
な
ど
の
お
祝
い
金
、
配

偶
者
や
お
子
様
へ
の
死
亡
弔

慰
金
、
入
院
見
舞
金
、
そ
し

て
、
四
十
歳
以
上
の
方
に
は

人
間
ド
ッ
ク
や
健
康
診
断
の

補
助
金
が
毎
年
請
求
で
き
る

　

総
合
福
祉
共
済
制
度
は
組

合
員
の
福
祉
を
目
的
と
し
て
、

相
互
扶
助
に
よ
り
死
亡
及
び

災
害
の
入
院
や
傷
害
に
対
す

る
保
障
を
行
う
と
と
も
に
、

慶
弔
の
際
の
特
別
給
付
金
も

併
せ
て
行
う
全
国
の
美
容
組

合
員
向
け
の
独
自
の
共
済
制

度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
こ
の
共
済
金

や
特
別
給
付
金
な
ど
の
一
年

間
の
支
払
状
況
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。（
平
成
25
年
度
の

Ｂ
Ａ
東
京
組
合
員
さ
ん
の
制

度
利
用
状
況
の
集
計
で
す
）

　

昨
年
度
は
特
別
給
付
金

の
支
払
い
が
２
４
７
件

で
７
、
４
９
１
、
６
８
０

円
、
死
亡
な
ど
の
共
済

金
の
支
払
い
が
13
件
で

１
４
、４
２
０
、０
０
０
円

で
し
た
。
傷
害
に
よ
る

通
院
給
付
金
は
９
件
で

４
４
４
、２
０
０
円
で
し
た
。

（
別
表
参
照
）

平
成
25
年
度
総
合
福
祉

共
済
制
度
年
間
支
払
状
況

請
求
期
限
に
ご
注
意

残
高
不
足
に
ご
注
意
！

多
く
の
組
合
員
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
ま
し
た

特別給付金支払状況� （単位：円） 共済金支払状況� （単位：円）

件数・金額
給付項目

件　
数 給付金額

件数・金額
給付項目

件　数 給付金額

結 婚 祝 金 24 1,580,000 死 亡 共済金（病気等） 9 14,000,000

第 一 子 誕 生 祝 金 19 1,280,000 高 度 障 害 保 険 金 0 0

子 供 誕 生 祝 金 16 320,000 災害死亡共済金（事故） 0 0

金 婚 祝 金 6 300,000 災 害 入 院 共 済 金 4 420,000

銀 婚 祝 金 6 120,000 障 害 給 付 金 0 0

古 希 祝 金 32 320,000 計 13 14,420,000

還 暦 祝 金 27 270,000

傷害通院給付金支払状況� （単位：円）長 寿 祝 金 13 1,300,000

配 偶者死亡弔慰金 4 60,000 件数・金額
給付項目

件　数 給付金額
子 供 死 亡 弔 慰 金 0 0

入 院 療 養 見 舞 金
・継続５日～29日入院
・継続30日以上入院

49
11

980,000
550,000

傷 害 通 院 給 付 金 9 444,200

人 間ドック補助金 42 411,680

計 247 7,491,680

　

着
物
文
化
と
美
容
組
合
の

Ｐ
Ｒ
、
そ
し
て
着
付
営
業
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
昨
年

開
催
し
て
大
反
響
を
呼
ん
だ

「
き
も
の
で
銀
座
」
を
今
年

も
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
着
物
の
お
勉
強
と
銀

座
の
街
を
歩
く
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
申

込
み
下
さ
い
。
実
施
概
要
は

次
の
通
り
で
す
。

期
日　

10
月
14
日
（
火
）

講
演

□
場
所　

第
一
ホ
テ
ル
東
京

　
　
　
　
（
港
区
新
橋
）

□
時
間　

午
後
12
時
30
分
～

□
テ
ー
マ

　

�

十
二
単　
「
日
本
の
宮
廷

装
束
」

□
講
師
〈
講
演
・
実
演
〉

　

荘
司
礼
子
先
生

（
国
際
文
化
理
容
美
容
専
門

学
校
渋
谷
校
校
長
／
衣
紋
道

高
倉
流
た
か
く
ら
会
会
頭
）

ウ
ォ
ー
ク

　

講
演
終
了
後
、
各
々
銀
座

の
街
を
歩
い
て
楽
し
み
ま
す
。

参
加
費

　

６
、０
０
０
円
（
食
事
付
）

申
込
み

　

９
月
22
日
ま
で
に
支
部
長

さ
ん
又
は
組
合
本
部
へ

　

但
し
、
定
員
に
達
し
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

主
催　

◦
Ｂ
Ａ
東
京

　
　
　

◦
東
京
認
定
美
容
師
会

後
援
　
◦
日
本
着
付
学
術
会

　
　
　

◦
東
京
美
容
家
集
団

協
力　

◦�

国
際
文
化
理
容
美

容
専
門
学
校

※�

詳
細
は
本
紙
同
封
の
チ
ラ

シ
を
ご
覧
下
さ
い
。

第２回「きもので銀座」

宮廷装束の美しさにひたり
きもので銀座を歩く一日

参 加 者 募 集

詳
し
く
は
組
合
本
部
ま
で
。

　

変
わ
り
や
す
い
気
候
で
す

が
、
お
天
気
に
恵
ま
れ
荏

原
支
部
（
川
田
温
子
支
部
長
）

は
、
７
月
１
日
に
荏
原
第
４

区
民
集
会
所
で
カ
ッ
ト
の
達

人
、
尾
崎
一
巳
先
生
を
お
招
き

し
て
初
夏
に
向
け
て
の
カ
ッ

ト
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

先
生
は
美
容
十
二
章
会
運

　

梅
丘
支
部
（
瀧
澤
久
二
支

部
長
）
で
は
、
７
月
９
日

（
水
）
下
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー

ル
集
会
室
に
て
、
タ
カ
ラ
イ

営
委
員
長
で
国
内
外
の
講
習

活
動
や
雑
誌
撮
影
等
、
多
忙

に
活
躍
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
見
た
目

の
質
感
は
ス
タ
イ
リ
ン
グ
で

変
え
る
」
で
、
支
部
か
ら
３

人
の
モ
デ
ル
が
素
敵
に
変
身

で
す
…
。
親
し
み
や
す
い
話

し
方
、
カ
ッ
ト
テ
ク
ニ
ッ
ク

を
図
解
で
説
明
し
、
つ
む
じ

が
分
か
れ
な
い
よ
う
に
す
る

セ
ニ
ン
グ
で
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

は
席
を
立
つ
間
近
で
囲
ん
で

見
ま
し
た
。
又
、
他
支
部
の

先
生
、
ア
ウ
ト
の
先
生
も
参

加
し
て
下
さ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

大
変
充
実
し
た
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

全
国
大
会

観
戦
と
宝
塚
温
泉
～

神
戸
の
旅

参

加

者

募

集

　

特
別
給
付
金
や
共
済
金
な

ど
の
請
求
に
は
請
求
に
有
効

な
期
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

特
別
給
付
金

　
　
　
　
　
　
　

は
加
入
日

よ
り
１
年
経
過
し
た
後
、
請

求
事
由
が
生
じ
た
と
き
に
請

求
で
き
ま
す
。
請
求
権
は
事

由
が
生
じ
た
日
か
ら
１
年
間

で
す
。共済

金

　
　
　
　
　

は
加
入
日
か
ら

請
求
が
で
き
ま
す
。
請
求
権

は
事
由
発
生
か
ら
３
年
間
で

ほ
か
に
、
生
命
保
険
（
一
口

当
た
り
１
０
０
万
円
）
が
付

い
て
い
ま
す
の
で
、
サ
ロ
ン

経
営
者
・
ス
タ
ッ
フ
で
、
ま

だ
未
加
入
の
方
に
は
是
非
、

ご
加
入
を
お
奨
め
し
た
い
制

度
で
す
。

　

請
求
や
給
付
に
は
、
こ
の

他
に
細
か
い
取
り
決
め
が
あ

り
ま
す
。
加
入
、
お
問
い
合

わ
せ
等
詳
し
く
は
組
合
本
部

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

℡
０
３（
３
３
７
０
）２
１
３
１

す
。通

院
傷
害
給
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
第

一
回
目
の
掛
金
が
口
座
か
ら

振
り
返
ら
れ
た
日
以
降
に
偶

然
な
事
故
に
よ
る
傷
害
の
た

め
５
日
以
上
通
院
し
た
場

合
、
１
日
目
か
ら
給
付
を
支

払
い
ま
す
。
一
事
故
の
通
院

に
つ
き
、
90
日
以
内
の
通
院

期
間
の
う
ち
30
日
を
限
度
と

し
ま
す
。
給
付
金
は
通
院
１

日
に
つ
き
１
口
あ
た
り
１
、

０
０
０
円
で
す
。

　

総
合
福
祉
共
済
制
度
の
掛

金
が
口
座
の
残
高
不
足
等
に

よ
り
、
３
回
連
続
し
て
引
き

落
と
し
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

は
、
自
動
脱
退
と
な
り
保
障

が
な
く
な
り
ま
す
。

　

再
加
入
す
る
場
合
は
、
改

め
て
新
規
か
ら
の
加
入
手
続

き
と
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の

場
合
は
特
別
給
付
金
の
適
用

が
再
加
入
日
よ
り
１
年
後
か

ら
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ネ
イ
リ

ス
ト
講
師
の
下
井
美
菜
子
先

生
を
お
招
き
し
、
第
１
回
の

シ
ェ
ラ
ッ
ク
ネ
イ
ル
講
習
会

を
、
前
日
は
ガ
ラ
・
ド
、
当

日
は
台
風
の
洗
礼
を
う
け
る

中
、
皆
さ
ん
の
参
加
を
頂
き

無
事
開
催
の
運
び
と
な
り
ま

し
た
。
支
部
長
挨
拶
、
秦
教

育
部
長
の
進
行
に
よ
り
今
回

は
「
新
し
い
ネ
イ
ル
シ
ス
テ

ム
を
ま
ず
知
ろ
う
」
を
テ
ー

マ
に
、
下
井
講
師
の
優
し
い

説
明
と
、
皆
さ
ん
に
語
り
か

け
る
進
行
で
和
気
あ
い
あ
い

の
内
に
ベ
ー
ス
の
作
業
の
大

切
さ
や
、
エ
ナ
メ
ル
や
ジ
ェ

ル
ネ
イ
ル
と
の
違
い
等
を
説

明
し
て
頂
き
な
が
ら
、
Ｕ
Ｖ

ラ
イ
ト
に
よ
る
時
間
の
短
縮

な
ど
を
確
認
、
５
指
の
作
業

が
完
成
、
出
来
栄
え
と
光
沢

に
皆
さ
ん
が
感
動
と
納
得
。

と
そ
の
時
講
師
が
「
次
に
１

本
オ
フ
の
作
業
を
し
ま
す
」

と
言
っ
た
途
端
、
モ
デ
ル
が

ギ
ャ
ー
こ
の
ま
ま
帰
り
た
い

と
叫
び
、
大
爆
笑
に
包
ま
れ

た
中
で
盛
会
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

知
っ
て
→
体
験
し
→
身
に

つ
け
る　

の
一
歩
と
な
り
ま

し
た
。
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第３回 BA東京 美容サミット 開催

ＳＢＳ（全美連評価認定制度運営委員会）主催セミナーのご案内
日　時　８月25日（月）　18：30～20：50
会　場　美容会館９階　ＴＢホール　（代々木駅徒歩約２分）
テーマ　サロンメイク経営セミナー
　　　　　　Ⅰ部　美容室でのメイク導入と化粧品店販の成功事例、ノウハウが聞けます
　　　　　　Ⅱ部　つけまつ毛、まつ毛エクステンション体験会
受講料　ＳＢＳ３・２・１級認定試験合格者　500円　　一般　1,000円

日　時　８月26日（火）10：00～12：30
会　場　日本理容美容教育センター６階　（代々木駅徒歩約８分）
テーマ　 今、美容師に求められる “自己プロデュース力” セミナー
　　　　＜売れる美容師になるために＞
　　　　　　Ⅰ部　自分の中にあるタレント力と出会う方法
　　　　　　Ⅱ部　美容師のブランディング事例
　　　　　　Ⅲ部　デジタルであなたの価値を伝える方法
受講料　ＳＢＳ３・２・１級認定試験合格者　1,000円　　一般　2,000円
申込み・お問合せ先　全日本美容業生活衛生同業組合連合会
　　　　　　　　　　03-3379-2064　小木曽まで

パソコン講習会　受講生募集中
基礎から応用コースまで、安く！楽しく！学べます。経営の実務に活
かせるパソコン講習会の受講をお薦めします。
開　講　　６月 30日～９月 22日の間の１日又は２日
受講料　　1,200 円～ 2,500 円
お問い合わせ・申込み　 組合事務局　03-3370-2131
※詳細は http://www.seiei.or.jp/tokyo/pdf/pc26.pdf

日時：9月４日㈭ 
19：00～（予定）

会場：美容会館９階 TBホール
会費：会員無料、ビジター2,000円

９月月例会

★ヘア：全美講TMモード
掛川吉隆、近藤紀之

★着付：全美講TM帯結び
大澤房子、井達登美子

※ 都合により内容及びスタート時間が
一部変更になる場合がございます。

東京美容家集団 ☎03-3379-0555各種お問合せ・お申込み

ヘ　　　　　ア
◆カットデザイン＆クリニック実技講習会
　•通常料金 M10,000円 S10,000円 V15,000円
　•早　　割 MSV 一律7,000円（8/11まで）
　※別途ウィッグ代3,500円が掛かります。
疑問点の解決、お客様とのデザインコミュニケー
ションのとり方など。
 日時  8/26㈫ 10：00～16：00
 講師  安田光宏

着　　　　　付
◆着付け職種技能検定１級実技試験対応講習会
 MSV 一律20,000円
直前までLESSON！試験前に技術の確認を！
 日時  9/25㈭、10/9㈭ 19：00～22：00
◆Aコース街着【テキスト付】
 M16,000円 S18,500円 V21,000円
つむぎ・小紋の着付、名古屋帯、ポイント柄の決
め方など。
 日時  9/25㈭、10/9㈭、10/16㈭

19：00～21：30
 講師  当会着付部常任指導委員以上
◆Bコース留袖【テキスト付】
 M16,000円 S18,500円 V21,000円
タオル補整、長襦袢の着せ方、留袖着付まで。
 日時  10/23㈭、10/30㈭、11/13㈭

19：00～21：30
 講師  当会着付部常任指導委員以上

販売品のお知らせ
◆着付用ボディ
 価格  34,560円（税込）【32,000円＋税】
 内容   腕なし、軽量、足の部分は取外し可能で

持ち運びに便利です。

◆着付用ボディケース
当会販売のボディにあわせて作っています。
 価格  18,360円（税込）【17,000円＋税】
 内容  色柄…黒　　形…ショルダー型

各種お知らせ
◆TBAオリジナルシザー“テクニカ”

ボンバーセールstart！
　【期間：8/1～10/3】

ス：ストレート エ：エフェクト
ALL25,000円（全種類）
※１回無料の研磨調整チケット付
 種類  T：5.5インチ（ス、エ）
　　　 B：6.0インチ（ス、エ）
　　　 A：6.0インチセニング（ス、エ）
注） 種類によっては、完売にて販売不可となる商品
があるかもしれません。あらかじめご了承下さい。

◆TBA入会キャンペーン9月よりスタート！
会費は入会時～平成27年３月31日までの平成26
年度分
時期 ＼ 適用 組合員 組合員店舗従業員
9/1～9/30入会 9,000円 7,000円
10/1～11/7入会 7,000円 5,000円
※入会金6,000円も免除！

東 京 美 容 家 集 団
To k y o  B e a u t i c i a n  A s s o c i a t i o n

各種実技講習会のお知らせ
泫受講料について

M：TBA会員／S：TBA会員の店の従業員／V：ビジター

　美容業界が抱える諸問題を業界の共通認識と
して捉え、その解決をはかりたいと業界内外の
有識者、関係者をお招き
してディスカッションを
行います。
　どなたでも聴講できます
ので、組合員皆さんのご
参加をお待ちしています。

〔日　時〕　平成26年10月２日（木）
　　　　　午後７時～
〔会　場〕　美容会館９階　ＴＢホール
〔テーマ〕　 美容師をめざす人を増やす為の方策

を考えよう
　　　　　•美容の魅力　　•美容師の魅力
　　　　　•美容師になるまでのプロセスは
　　　　　　これでいいのか
　　　　　•サロンの労働環境づくりを
　　　　　　どうするか
〔予定パネリスト〕　 メーカー、ディーラー、養成

施設、関係団体、政治家など
〔主　催〕　 東京都美容生活衛生同業組合

10月特別月例会
【10/7㈫】のご案内
　10月特別月例会は、13：30よりハリウッド
ビューティ専門学校（六本木）のハリウッドホ
ールにて開催致します。出演メンバーは『ヘ
ア：掛川吉隆、渡辺映里、森本公子、藤本博之、
神谷公英、近藤紀之、松本桂』、『着付：酒井カ

ヨコ、鈴木由喜枝、北嶋益実、吉田多重美、藤
本英子、村上英子、田中千穂』の総勢14名の
豪華ステージです。
　詳しくは来月のBA東京タイムスにてご案内
いたします。

「匠の技」でハリウッドホールにTBAの匠たちが集結！

昨年のサミット


